



















































































































































































































































































釈 ? 1 ?
物
?? ?? ????? ? ??? ?? ? ?
出　　滴　　数
20　25　3011　11　Xl
?????1000xlNAHI　30　1　25　1　23　23　1　23　25　2S　29　30　30　29
　　　十
5000xPAS　1　30　1　25　1　21　21　：　21　22　25　26　27　27　26
2000xlNAHI　30　1　25　i　18　18　1　18　18　22　26　29
　　　十
10000xPAS　1　30　1　25　1　20　20　1　20　20　26　32　34
????1000xINAH［　30　1　26　1　21　21　1　22　23　24　27　27　27　26　　　十
　6000xSM　i　30　1　26　i　15　15　1　16　16　17　20　21　21　21
2000xlNAHI　30　1　20r　1　15　15　1　15　15　15　16　16　16
　　　十
12000xSM　1　30　1　25　1　22　22　1　22　22　22　23　24
1
3　10分後　　〃
29　2S
6　25
29
34
26　24
21
16　16
3 2
軸流液1は「リンゲル」．液，IIは「リンゲル」液に各種二物を溶解せるものを示す。
但し5，000倍稀釈液によっては全く口数に変化が現われな
かった。從ってPASは末棺血瞥を拡張し，その最小有効
言農度は0．025％と思オ＝）れ，る。
　またSMでは500倍稀釈液はかな1）高度の脚数増加を
示し，5，り00倍稀釈液は軽度の滴数増加を示した。但し6，000
倍に稀釈するともはや殆ど滴数に変化が起らなかった。從
ってSMは血轡拡張を起し，　その最小有効濃度は0．02％
附近と見倣すことが出湿る。
　　II　併用作用
　INAH，　PAS及びSMの3者は何れも末棺血併を拡張
する事は前実瞼によって明かとなった。即ち末棺血管に対
してはこの3者が全く同一作用を呈するものと想像され
る、実際臨床的には屡々2種の化学療法藥が併用される場
合がある。その場合の末中口替の態度を探知せんとして併
用実子を試みた。
　末桁血餐に対し作用を示す最ノ1一度のINAHに最大無
効濃度のPAS及びSMを混じ，これを用いて家兎摘出耳
殻の血轡を灌流し，併用時の血管作用を槍した。
　実験1から推定される如く，INAHの1，000倍稀釈液，
PASの5，000倍稀釈液またはSMの6，000倍稀釈液は何
れも家兎耳殻の血管‘には僅かに拡張作用を呈するかまたは
無爲であり，これ等の濃度はそれぞれ有効と無効との境界
に近い濃度と見倣し得る。いま最小有効濃度のINAHに
境界濃度のPASまたはSMを混じた液を以て灌流試瞼
を行った所が，第2表に示す如くかなり著明な血管拡張が
認められた。
　次に各藥物を境界濃度の壱の濃度として併用実瞼を行っ
た。その成績は第2表に示す如く，灌流液流出量は明かに
堰口して來たのである。特にINAHとPASとの併用実
1瞼の場合には流出量増加が月明であった。
総括考按
　以上の成績からINAH，　PAS及びSMは何れ
も家兎の摘出耳殻血管を拡張する作用を有する事
ぽ確かである。しかして明かに揃旺管拡張作用を示
す最小濃度はINAHでは0．1％，　PASでは0．025
％及びSMでは0，02％附近と思われる成績とな
った。この濃度の比を求めると
　　INAH：PAS：SM＝5：1．25：1となる。
　家兎耳殻血管と人聞の血管とは全く同一覗する
事は勿論出方ないのではあるが，恐らく人闇にお・
いてもINAH，　PAS及びSMが血管拡張作用を
示すものであろうとの想像は難くない。いま仮に
これ等一物の最小有効濃度を人間の場合に当て彼
めて計算すると次の如くなる。　即ち休重52kg
の人賦が4¢の血液を有するとして，INAHの
49，PASの19，　SMの0．89が一時に血液中
に入り込めば，末梢血管の拡張が起り得る計
322 松家一・結核化学療法藥の循環系に及ぼす影響　II 札1幌医誌1952
算になる。
　SMによる血圧下降は臨床的にも認められる所
であり（Molitorlo），「1｛村12），三友工3）），動物実験から
も確められている（Kuna＆Kniazuki4），松家15））。
新保・塚田16）はSM治療を受けた結核患考の屍
体解剖上の所見として臓器の血管拡張及び出血を
報告している。これ等の文献と本実験成績とを照
合すると，人平の末梢血管もSMに対しては家
兎耳殻血管に劣らぬ感度を以て反慮し，拡張を來
たすものと思考される。
　INAHによっても、血圧下降が起るという臨床報
告（Robitzek等2），砂原等3），石「「｛等4））があり，病理
解剖上にも血管拡張が確められている　（島村等6），
植村等7），i新保192）。　INAH中毒動物の臓器に血。管拡
張及び出血が起っている鼎ま閻違いがないし（島
村等6），植村等7），小牧及び山本1s））1猫にお）、ては
kg当り15～30　gm以上のINAHの静賑町注射に
よってthL圧は下降する（Benson等17），松’Z〈lro））。
　余の実験ではPASは明かに．血管を拡張してい
るのであるが，臨床的にPASによる面圧下降は
報じられていな㌔（様である。余15）の実験によると
PASは猫の血圧を充進せしめるのである。ここに
末楕血管作用と血圧作用との聞に一致しない点が
あるのであるが，生体では或V・はPASの心臓促
進作用1）が血管拡張作用に打ち勝ってV・るのかも
知れない。近藤S）の成績が余の成績と全く反対に
なっている理由は不明である。
　更に注口すべき事・はINAHにPASまたはSM
を併用するとそれぞれの軍独適用の場合よりは遙
かに小濃度で血管拡張が剋る事である。即ち血管
拡張作用に関して，INAHとPASまたはINAH
とSM、との相互問に：相乗作用が存在すると見倣
される結果を得たのである。
　以上を要するにINAH，　PAS及びSMは何れ
も末梢血管を拡張し，そめ作用は臨床上治療に用
いられる量で既に起り得る可能性が充分ある事が
確認された。特にこの作用は併用時に著明に起り
得るものと思考される根拠を得た。しかしてこれ
等結核化学療法藥による喀血または血慶の頻発は
これ等藥物の血管拡張作泣とも何等かの関連を有
するので無かろうか。この点に関して将來なお検
討を加える必要がある。
結　　論
　ユ）INAH，　PAS及びSMぽ共に末棺血管拡張
作用を有する。　しかしてSMの作用は最も顯著
である。
　2）血L管拡張作用の面から見るとINAHと
PASまたはINAHとSMとの闇には明かに協
力作用がある。
Summary
　　To　examine　the　response　of　peripheral　blood　vessels　to　INAH，　PAS　and　SM，　the　blood
vessels　in　the　isolated　ears　of　rabbits　were　perfused　with　Ringer’s　solution　at　room　tempemc　ture．
　　INAH，　PAS　and　SM　all　relax　the　peripheral　vessels．　The　vasadilating　effect　of　INAH　is
potentiated　by　PAS　ac　nd　SM．
12）　田承『：　日結，9，120田召25♪．
13）三友：口結，9，122（ll召25）．
14）　Kuna　＆　Kniazuk　：　Areh．　lnt．　Pharmacodyn．，　40，　478
　　（1952）．
15）松家：札幌医誌，4（1）（昭28）．
16）新保・塚田：結核，26，12，172，366（）ll／i　26）．
17）　Benson　＆　Stefko　：　Am．　Rev．　Tuberc，，　65，　376
　　（1952）．
］8）小牧・山本：札幌医誌，3，26S（昭27）。
1．9）新保：未印刷
